ピーター：劇場が取り壊される前に写真を撮ってこいと、上司に頼まれたんだ。
エミリー：この劇場で起きた衝撃は、いつまでも心に残ってるわ。
ジェイムズ：エミリーの言う通りだ、今でも忘れるものか！
　　　　　　この大魔術師ブラックウェル、うるわしきリリアン・ラッセル、
　　　　　　そしてもちろん、エミリー・ソーンダイクは、素晴らしい才能を持つ悲劇役者だ
エミリー：あなたがジキルとハイドのパフォーマンスで私の脊椎に寒気を送ったことは忘れてないわよ？
ピーター：僕も少し感じている、クモ感覚かな…。
エミリー：キャー！
ジェイムズ：ポスターが…う…動いている！
"お城劇場にさよならを"
ジェイムソン：お城劇場でオバケ、このナンセンスさはなんだ！
ピーター：まあ、こんな感じですジェイムソンさん
ジェイムソン：パーカーは邪魔するな！デイリービューグルは…
　　　　　　　その古いターマイト・テントショーみたいな目障りな物を取り除くために
　　　　　　　市全域の美化キャンペーンを支援しているのだ！
ベティー：おばけは楽しいかもね
ピーター：おばけを見たんです、しかも写真を撮る前に消えてしまいました
ジェイムソン：パーカー、キミは想像力を超えた働き過ぎの犠牲者だ！
　　　　　　　ワシのやり方では、あの劇場は取り壊される、おばけで無くても！
＜取り壊し予定日 当日＞
工事長：それじゃあ、はじめ！
＜突然、風船に＞
工事長：何が起きてる！？
＜ジョーという工場員＞
工事長：おいジョー、砕け！
＜ハンマーはモップに＞
ジョー（工事担当者A）：ん？
工事長：誰のいたずらだ？
＜杖で看板を外そうとしたらキャンディーに＞
工事担当者B：くっ・・・んぬぬ・・・あっ・・・
＜電源式ノコギリ（？）が傘に＞
工事担当者C：おーい、工場長、おばけだ！怖いよ！
＜みんな逃げてきます！＞
工事長：お前たち、置いてくな！
＜その頃…＞
ジェイムソン：待て！ちょっとまて！
　　　　　　　おばけなんか要る訳ないだろ！
　　　　　　　君のやり方は気にしないが、
　　　　　　　その建物を解体しろ！
　　　　　　　劇場が怒っているとはいうが、生きたオバケなど この世に存在せん！
ピーター：生きたオバケですか！…面白いアイデアがあるぞ？

＜テーマソング＞

"お城劇場"

スパイディ：これらのポスターに異常はない、本物だ…ブラックウェル！
　　　　　　彼ならその妙技を排除できたかも
＜お城劇場に入るスパイディ＞
スパイディ：クモ感覚が反応した
＜覗き見できるションボリお面をジェイムズが覗いていた＞
ジェイムズ：彼がキミを待ち受けている…フハッ！
＜しかし、エミリーもニッコリお面で覗いていた ＞
エミリー：ショーが始まるわ！
＜スパイディは気づき、舞台の上に着陸！…拍手の音、そこにはブラックウェル！＞
ブラックウェル：いいですね、完璧な空中移動です。スパイダーマン！
スパイディ：ブラックウェル！キミの仕業だろ！
ブラックウェル：その通り、他に誰がいる！
スパイディ：キミの謙虚さには呆れたよ、アンコールとかないの？
ブラックウェル：ではハトを送るとしよう！
＜戦闘が始まりました＞
ブラックウェル：ハハハハハ！
＜Bパート＞
スパイディ：なんてことだ！
＜ブラックウェルの魔法で＞
スパイディ：ブラックウェルが逃げた！
＜まだ覗き見していますが、今度は壁の穴からです＞
エミリー：逃げたみたいだけど！
ジェイムズ：ベストはまだだ

スパイディ：上から物音がする…まずい！
＜劇場の物が落下＞
スパイディ：どういうこと？
＜上を見上げる＞
スパイディ：どこかにいる！
＜ロープで上を登るスパイディ＞
ジェイムズ：しめたぞ！
エミリー：シーッ！しばらく様子を見ましょう

スパイディ：ここにいるのは分かってるんだ、出てこい！
ブラックウェル：そんなに会いたきゃ、進むが良い！ハハハハー！
＜ブラックウェルの罠＞
スパイディ：騙された！
ブラックウェル：次のトリックをお見せしよう！砲弾魔法
　　　　　　　　ほらどうした！砲弾だぞ？
スパイディ：やられてたまるか！
＜ブラックウェルに網を作る＞
スパイディ：その網から発揮してみな！
ブラックウェル:ならば…フーディーニーに教えてもらったこのトリックで！
＜脱出王フーディーニーのトリックで逃げた＞
スパイディ：網から…逃げた！

ジェイムズ：ハハ！スパイダーマンの負けだ、キミも思うだろ"愛しのエミリー"！

ブラックウェル:ここにいますよ！
スパイディ：トリックだろうけど、でも…空（から）だ！
　　　　　　まだ感じる…

ブラックウェル：この中に閉じこめられるのが嫌みたいだな？
　　　　　　　　よろしい…！
＜箱が倒れた＞
ブラックウェル：なんと見事な…ならば…
＜斧は体内に当たらなかった＞
スパイディ：残念！
ブラックウェル：まさか！
＜自分の力でロープ（？）を切る＞
ブラックウェル：ハハハハ！私はここだ…！
スパイディ：楽しいけど、ショーは終わったろ？
＜トリックに引っかかるスパイディ、また巻きつけられる＞
ブラックウェル：囚われの聴衆に勝るものは何もない
＜エミリーとジェイムズは脅している＞
スパイディ：ジェイムズ・ブースと、エミリー・ソーンダイク！
ブラックウェル：よく見なさい、スパイダーマン！
　　　　　　　　キミがどれだけの力を持っているか！
エミリー：ブラックウェルはただ1人！
スパイディ：よかったね、トリックを使い果たしたら引越屋さんになれるかもよ？
ジェイムズ：素晴らしくて否定できないよ！
スパイダーマン：あのさ、もっと楽しめるトリックってないの？
ジェイムズ：ステージに目を離すな！
ブラックウェル：発射まで、３、２、１、発射！
エミリー：ブラボー、ブラックウェル、ブラボー！（ジェイムズ：もっとだ！もっともっと！）
スパイディ：ショーは終わりだ！…木製プロップガンとゴム製のナイフ！
ブラックウェル：そう、正解、これはキミのためだ
エミリー：どうか、お城劇場を救ってください
ブラックウェル：大儀を擁護すれば、この劇場は救われる。
エミリー：手伝ってくれる？
スパイダーマン：決めた、僕の指示に従ってもらうよ！
　　　　　　　　まず、ライバル新聞社に向かうこと
ジェイムズ：この論文では役に立ちません、スパイダーマンも述べています！
エミリー：あれは、社会の大悪党！
ジェイムズ：お城劇場が解体されることを公然と宣言した！
エミリー：彼は、私たちの思い出の場所を ぶち壊したのです！
ジェイムソン：壊した！？どうして、怪物ウェブヘッドが…取り消せー！
　　　　　　　ジェイ・ジョナ・ジェイムソンは、古いお城劇場の解体に反対するぞ！
　　　　　　　後世のために！
ベティー：でも、キャンペーンを支援してる仰ってましたよね？古い建物は解体するって。
ジェイムソン：ワシは…、本当の価値を指摘しようとしていただけだった！
　　　　　　　分かるか？計画は成功だ！
スパイディ：ジョナさんの仕業か…何をしたかは言わないけど！

END
　　　　　　